
広報くしもと 12月号 （毎月 1回／1日発行）

・ 星遷后駆
町職員の給与・定員管理 (P.2) 

まちの出来事 (P. 6) 

よろこびかなしみ ・ (P. 8) 

保健センターだより (P. 70) 

お知らせ記事 (P.12) 

コール目指してダッシュl

11月2日、サン・ナンタンランド多目的グラウンドにおいて、第4回町民大運動会が開催されました。

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,589人 ・男性…… 9,089人 ・女性…… 10,500人 ・世帯数…… 9,326世帯

（平成20年11月1El硯在）



(2)職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成？l）年4月1日現在）

①一般行政職

区 分 平均年齢 平駒給料月額 平均給与月額
平均給与月額

（国ベース）

串本町 43 2歳 322. 700 Pl 352. 658 FIJ 342,3284円

和 歌 山限 42 8歳 342. 600 Pl 413,170円

国 41 l歳 325. ll 3 Pl 387,506円

②技能労務職

区 分 平駒年齢 職員数 平均給料月額 平駒給与月額
平均給与月額

（国ベース）

串本町 48 7歳 12人 256,600円 272,850円 268,167円

Iうち用務員 48 6歳 ll人 247,900円 260. 973 FIJ 256,264円

和 歌 山県 49 0歳 346,505円 388,839 FIJ 

国 48 9歳 4,784人 284,679円 320,623円

③教育職

区 分 平均年齢 平駒給料月額 平均給与月額

串 本 町 44.2歳 320,000円 333,683 FIJ 

租歌山県 46.9歳 404,009 FIJ 458,004 FIJ 

（け） 1 「平均給科月飴」とは平成20年4月1n尻在における各臥種ごとの械員の某木給の平均てす3
2 「平均給与月額」とは給料片額と毎月文払われる扶養千当、地域千当、 {i居千当、時問外勤務千当なとのす

へての淵『当（期末・勤勉―「当及び退戟了当を除きます，）の額を合叶したものであり、地方公務貝給与実態

調査において明らかにされているものですQ

また、 1、1'均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の‘I'均給与月頷には時間外勤務予当、特殊勤務手当竹の
手ヽ l1か含まれていないことから、比敦のため国寡公務員と同じベースて叶衿したものてす。

(3)聴員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（半成20年4月1U現釦

区 分 経験年数lO年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 252,700円 294,225円 356,750円
一般行政職

高校卒 217,475円 277,625円 3Dl, 175円

技能労務職 高校卒 196,200円

教 育 職 短大卒 334,600円

（注）該当する経験年数の戦員がいないJ場合は経験年数が近い祗員の給料月額を参考に鉢出しました。

[ 3．一般行政職の級別職員数の状況 ｀ （半成20年 4月 1日現在）
区分 級 級 級 4

 

級 級

標準的な職務内容 主事・技師 主査 主任•主査 副課長・専門員 参事•課長•主幹

職 員 数 14人 20人 37人 38人 36人

構 成 比 70.l % 14.4% 22.3% 27.3% 25.9% 

1

2

 

、）
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ヽ‘ヽ

J'
/（ 串本町の給弓条例に某づく給科表の級区分による誡員数ですc

椋準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務てす。

③広報くしもと 12

[ 1 総括 ］ 
(l)人件費の状況（普通会計決算）

住民基本台帳 1歳入額 1実質収支 1人件費 1人件費率 1（参考）
人口(19l!c度末） A I I B I B/ A I 18年度人件苔率

区分

l9年度 19,729人
印億l,992
万巴
1億6,523
万円

21億6,075
万円
24.8% 24.2% 

（注） 人件費には町長や副町長など特別職に支給される給粒や手当、町議会話目や各種委貝会報酬

等を含んでいます。

(2)職員給与費の状況 （普適会計決算）

給 与
9 9 

期末
勤勉手当

4憶l，紐
万円

区分

19年度

職貝敬

A 

262人

給料

l0憶ffi
万円

職只手当

l憶2,723
万円

費

計 B

l5億4.m 
万円

一人当たり
給与費

8/A 

588 
万円

（注） l 

2 

駿貝手当には退駿手当を含んでいません。

駁員数は、平成］9年4月1H現在の人数です。

(3)ラスバイレス指数の状況 （各年4月］日現在）

98.0 

96.0 •----------------------------------------------------------

;;［三i亨□瓢＇；；『＿鯛ー
9J.O 

串本町 類似団体平均 全国町村平均

（注） 1 ラスパイレス指数とは、国家公務只の給与水準を100とした場合の地方公務

員の給与水準を示す指数です。

2類似l叶体平均とは人口規校、産業構造が頚似している団体のラスバイ レス
指数を単純平均したものです。

［ 2 . 職員の初任給•平均給与月額等の状況 ］ 
(l)職員の初任給の状況 （平成20年4J-J 1 l:l現在）

区 分 串本町 和歌山県 国

大学卒 172，め］円 177,012円 172,200円
一般行政職

高校卒 140,lOO円 143,055円 140,100円

技能労務職 高校卒 140,100円 138,6的円

大学卒 l72,3l]円
教育職

短大卒 152，籾円

等
ー
ご
し

称

． 

串
本
町
で
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務

・
事
業
を
行
っ
て
い
ま

9
。
こ
こ
で
は

こ
れ
ら
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
町
職
員
の
給
与

・定
貴
嘗
理

等
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
〈
国
が
定
め
た
指
針

（総
務
省
事
務
次
官
通
知
）
に
従
う
も
の
で
す
〉

な
お
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
給
与
等
は
、
全
て
税
や
各
種

保
険
料
等
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。
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［ 6．定員管理 ］ 
(l)年齢別職員構成の状況（半成20年4月1U現釦 (l)期末手当・勤勉手当 (2)還職手当

区分

20歳

未満

20歳
I 

23歳

腕員数
人
。
人
？

24歳

I 
27歳

人

29 

28歳
I 
31歳

人

50 

32歳
I 

35歳

人

42 

36歳
I 
39歳

人

42 

40霰
I 
43歳

人

37 

(2)定員管理の数値目標

‘|’成17年4月11|～‘|’成22年4月!IIにおける玉貝竹理の数他H椋

44歳

I 
47歳

人

41 

48歳
I 
51歳

人

58 

52歳
I 
55歳

人

54 

56歳
I 
59歳

人

49 

60歳

以上

人
ー

t
 

＿＿―-ロ

人

405 

平成17年4月 1日 平成22年4月 1日
純減数 純減率区分

職員数 職員数

一般行政及び
341人 302人 39人 ll 4 % 

公営企業等

特別行政
l l 2人 97人 l 5人 13 4 % 

（教育消防）

今

計 453人 399人 54人 ll 9 % D 

国
民
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

十
一
月
＿
一
日
は
、
第
四
回
串
本
町
民

大
運
動
会
で
し
に
。
暖
か
く
、
風
も
な

く
、
秋
隅
れ
に
思
ま
れ
に
絶
好
の
置
動

会
El
和
て
し
た
。

老
若
男
女
、
幼
・
保
の
児
童
か
ら

小
・
中
・
高
校
生
、
二
十
代
か
ら
七
十

代
、
更
に
八
十
代
の
大
先
輩
に
至
る
ま

て
一
緒
に
な
っ
て
様
々
な
競
技
に
う
ち

暉
じ
る
大
会
と
な
リ
ま
し
た
。

合
併
当
初
は
や
や
両
旧
町
住
民
の
皆

さ
ま
に
硬
さ
の
よ
う
な
も
の
か
見
受
け

ら
れ
ま
し
左
か
、
ー
つ
の
団
の
住
民
と

し
て
の
意
嘉
の
下
て
に
ぎ
わ
っ
に
大
会

て
あ
っ
に
と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
な
こ
み
と
言
い
ま
す
か
、
や
杓

ら
か
な
心
と
心
の
ま
と
ま
り
が
、
何
事

に
も
代
え
が
に
く
大
切
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
感
し
さ
て
て
く
れ
た
一

巳
て
あ
り
ま
し
に
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
明
る
い
笑
顔
。
こ

れ
が
私
に
と
リ
ま
し
て
何
よ
リ
も
大
き

臀長随趙

松原 繁樹

な
力
と
な
り
、
町
行
政
の
前
に
横
九
わ

る
課
題
を
―
つ
―
つ
乗
リ
越
え
て
い
く

気
概
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
て

も
あ
リ
ま
す
。

世
界
的
な
経
済
不
況
の
あ
お
リ
を
受

け
て
、
地
方
は
合
非
常
に
苦
し
い
状
況

に
あ
リ
ま
す
。
平
成
と
い
う
特
代
は
地

方
に
住
み
、
生
活
す
る
者
に
と
っ
て
常

に
厳
し
さ
を
突
き
つ
け
て
ま
い
リ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
峙
代
こ
そ
私

に
ち
一
人
ひ
と
リ
が
笑
い
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
ん
な
こ
と

て
も
笑
い
て
吹
き
飛
は
し
て
し
ま
う
、

そ
ん
な
気
持
ち
て
前
進
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

私
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
て
き
る
だ
け

多
く
の
笑
頻
を
も
た
ら
す
よ
う
な
曲
政

を
目
指
し
‘
皆
さ
ま
の
笑
頻
か
ら
力
を

い
に
た
き
な
が
ら
、
な
に
く
そ
の
精
神

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

リ
ま
す
。

本
年
も
早
や
師
走
を
迎
え
、
皆
さ
ま

に
は
新
年
を
迎
え
る
準
催
に
お
忙
し
い

こ
と
と
存
し
ま
寸
。
ま
た
、
さ
ま
さ
ま

な
抱
負
を
そ
れ
そ
れ
に
お
持
ち
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
交
適
事
故
等
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
い
た
だ
い
て
、
新
た
な
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
リ
祈
念
申

し
上
げ
ま
び
。
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［ 4.職員の手当の状況 』`

l人当たり
平均支給額 平成19年度支給割合 加算措置の状況

（平成19年度）

本串町 153万9千円
期未手当勤勉手当

職制上の段階、職務の

3 0月分 l 50月分
級等による加算措渥

役職加箆 5~l(JDん

贔県山 190万3千円

職制上の段階、職務の

期末手当勤勉手当 級等による加貸措圏

3 0月分 ］50月分 役職加算 5~2(JDlo 
管理職加算l0~2伊lo

職制上の段階、職務の

国
期末手当勤勉手当 級等による加箕措濫

3 0月分 ］50月分 役職加算 5~2(JDlo 
管理職加算l0~25%

（平成20年4月 lD玩在）
※企呆職を除ぎます。

〈支給率〉 〈自己都合〉 〈勧奨定年〉

勤続20年 23 50月分 30 55月分
勤続25年 33 50月分 41 34月分

串 勤続35年 47 50月分 59 28月分
木 最裔限度額 59 28月分 59 28戸分
町 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

(2~20%） 
●一人当たり平均支給額（平成19年度）
〈自己都合〉561万3千円、〈勧奨定年〉2,505万7千円

〈支給率〉 〈自己都合〉 〈勧奨定年）

勤続20年 23 50月分 30 55月分
勤続25年 33 50月分 41 34月分

国 勤続35年 47 50月分 59 28月分
匿高限度額 59 28月分 59 28月分
その他の加算措置 定年前早期還職特例措置

(2~20%） 

※職員手当は他に、特殊勤務子当、時問外勁務子当、扶菱手当、仕届手当、通勤手当、管埋職手当などかありますり

汀しくはホームペーシに掲栽しますのて、そちらをご菟ください。

ヽ［ 5.特別職の報酬等の状況 」 （平成20年 4月 1n現在）

区 分 給 料 月 額 等

給
町 長 531,200円

料
副町長 448,000円

報 議 畏 270,000円

副議長 215,000円
酬 議 員 200,000円

町 長 （平成19年度支給割合）
期
副町長 3 D月分 加算給料月額の35%

未

手
議 長

（平成19年度支給割合）

当
副議長

3 D戸分 加算報1i/11月額の 10%
言叔主 只E 

（算定法式） (l期の手当額） （支給時期）
退
町 長 退職の日の給料巨額 X在職月数 xl00分の433 l, 104万円 任期毎

聡
副町長 退職の日の給料月額 X在職月数 X100分の258 554万8千巨 任期毎

手

当 考
退職手当の「1期の手当額」は、 4月 lEl現在の給料月額及び支給率に基づき、 1 

備
期 (4年＝48月）勤めた場合における退覗手当の見込額で寸。

広報くしもと 12 ¥4〉



11
月
6
日
、
新
渇
県
新
渇
市
内
に
お
い
て
開

仙
さ
れ
た
、
第
58
回
全
国
学
校
保
健
研
究
大
会

の
席
上
で
、
学
校
狛
科
校
医
の
至
川
修
さ
ん

が
文
部
科
学
子
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

玉
川
さ
ん
は
昭
和
52年
よ
り
、
串
本
町
立
古

座
小
学
校
（
旧
古
座
町
）
の
学
校
歯
科
校
医
と

し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、

30年
間
の
水
さ
に
わ

た
り
、
児
箪
の
健
康
診
断
、
健
康
社
理
及
び
健

康
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
、
学
校
保
健
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

玉 JII 修さん

民住るt
 
t
 

受を明説てヽしつ
ー
」

＇ 点意注

‘‘
i

』
11
月
9
日
か
ら
15
日
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
遥

動
週
間
で
し
た
。
こ
の
問
、
串
本
町
内
で
も
火
災

予
防
に
向
け
た
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
13
日
に
は
田
並
地
区
で
消
防
署
貝
に
よ
る

住
宅
防
火
診
断
が
行
わ
れ
、

一
人
蒻
ら
し
の
高
齢

者
宅
な
ど
を
消
防
署
日
が
訪
問
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
消
火
器
の
設
爵
状
況
に
つ
い
て
点
検
し
、

ま
た
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
周
辺

・
暖
房
器
具
の
使

用
状
況
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、
火

災
の
発
生
予
防
の
注
意
点
や
対
応
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
か
ら
火
災
を
な
く
そ
う

秋
の
火
災
予
防
運
動
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大務の観客の前で演奉する上野山保育所の岐笛隊

11
月
16
日
、
串
本
町
役
場
古
座
分

庁
舎
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

古
座
」
が
間
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
雨
校
様
の
大

候
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
で
は
魚

の
す
り
身
や
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
「
古
座
ち
ゃ
ん
鍋
」
の
拡
る
舞
い

や
、
風
船
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
農
産
物
や
舒
魚
・
十

．

物
な
ど
数
多
く
の
地
元
牡
産
品

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
分
庁
舎
内
で
は
上
野

み
ん
な
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に

商
工
農
林
応
援
講
座

山
保
育
所
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演
奏

'
"
1
0
月

m
H
、
串
本
町
商
ー
会
に
お
い
て
、
徳
島
県
上
勝

や
、
地
元
の
芦
楽
ハ
ン
ド
、
歌
手
〗
町
の
第
ニ
セ
ク
タ
ー
「
い
ろ
ど
り
」
の
剖
村
長
横
石
知

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
，
＂
二
さ
ん
に
よ
る
「
地
域
資
源
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

れ
た
ほ
か
、
福
引
抽
選
会
な
ど
の
〗
の
溝
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

催
し
物
が
行
わ
れ
、
雨
天
に
も
か
，
＂
横
石
さ
ん
は
都
会
の
料
亭
な
ど
で
使
わ
れ
る
、
「
つ
ま
も

か
わ
ら
ず
会
場
は
地
場
産
品
を
買
〗
の
」
用
の
化
や
＂
菜
を
完
る
「
＂
文
っ
ぱ
産
業
」
を
立
ち
上
げ
た

い
求
め
る
人
や
他
し
物
に
参
加
す
＇
＾
方
て
、
事
業
が
軌
追
に
乗
る
ま
で
の
地
域
の
人
た
ち
と
の

る
人
勢
の
人
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
〗
や
り
取
り
や
、
「
ま
ち
お
こ
し
」
の
た
め
に
試
行
錯
誤
を
繰

、
＾
り
返
し
た
経
験
を
叫
り
、
身
近
な
も
の
に
も
素
睛
ら
し
い

、
、
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
活
躍
の
垢
を

、
、
り
え
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
人
切
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会場で振舞われた「古座ちゃんなべ」（上）

風船プレゼント等の催し物も行われました C（左）

地
場
産
業
に
も
っ
と
元
気
を

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
古
座

ノ
ノ
ノ
且
示撮
且
月
2
日
、
町
民
大
述
勁
会
の
会
場
に
お
い
て
、
多

念

什
に
わ
た
り
町
の
発
辰
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
昭
ら
れ

コし―-＝ロの後
る
町
民
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
は
四
向
地
区

式彰
の
浦
河
苫
芙
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表ので会

◎

教

台

功

労

浦

河

苫

美

さ

ん

(72)
内
向

平
成
8
年
10
月
1
日
1
平
成
17年
3
月
31
日
ま
で
の

動運

8
年
6
ヶ
月
に
わ
た
り
、
古
座
町
教
育
委
員
（
凶
委
貝

大民

長
8
年
5
3
ヶ
月
）
を
務
め
ら
れ
た
他
、
串
木
町
と
古
座

町

町
が
合
併
の
際
に
は
、
串
本
町
暫
定
教
育
長
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
3

浦
河
善
美
さ
ん
を
表
彰

文
化
の
日
町
民
表
彰 串本町商工会で関催された講演会には多くの方が参加しました。

広報くしもと 12 も



12月は、 合同「滞糾l整理強化月間」 です。
(lon受付分改称略）

町税の納め忘れはございませんか。

串本町、和歌山県及び和歌山地方税回収機構では、 12月を合同の

『滞納整理強化月間』として、滞納額縮減のため差押えをおこ

なうなど、協調して滞納整理を進めます。

まだ納付されていない方は、至急役場または金融機関等で納付し

てください。また、何らかの事情で納付できない方は、未納のまま

放置することなく、税務課など関係各課までこ相談ください。

納期内に納付されない場合は、法律により

延滞金がかかります。

納税は納期限内に1!

年率14.6％の

こEミ州地方税回り日己~
和歌山地方税回収機構は、滞納税金を回収するため、滞納者宅

の捜索、不動産・預金•生命保険・売掛金等の差押、公売など

の法的処分をおこなう組織です。

本町では現在、税回収機構職員の派遣を受けるとともに、随時

滞納事案の移管をおこなっており、今後も滞納放置者などの税

金回収のため、積極的に活用していきます。

ー利歌山県串本町役場

⑨広報くしもと 12

税務課一

※広殺への掲戟を希望されない方は、届出の際に窓「1にお巾し出ください。
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r:1:1野 野並 ゴ
原川原本深雲 川 上 深 本本台並 旧田出 本雲島本 深

橋杭岩やラムサール条約に登録された世界最北

限のサンゴ群落など、串本の景観を集めたfill9
年カレンダーが完成しました。役場窓口や串本

町観光協会、古座観光協会で販売しており、 郵

送での販売も受け付けています。(l部①］円、
郵送の場合は送料が別途必要）

［お周い合わせ先l
串本町観光協会 (n0735-62-3 l 71) 
古座観光協会 (n0735-72-0645) ...----------------------------.. ヽ

よろこび

かなしみ

〈
出
生
児
氏
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〈
届
出
人
〉
〈
地
区
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ま
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-----------------------------鴫書 ”ー一9-----9-----9 -----9--
磁顛謎助雌吟→四志ま佃涵！ 1監販躙閑転籾ill悶冠串1睛諄讀 i

串本病院・己座JII病院では、次の内容で肴設

i 師の男集を行います。
I ［募集人員l呑語師・准君護師 若干名
！ ［応募資格l
1 叱和38年4月2日以降に生まれた万で免許を有 I 
！ する万 （准看護師の応要資格は 3年以上の病 ！ 
1 棟勤務経験者） 1 

［募集期間l平成20年11月17日～12月10Eまで ・
i ［提出書類］ 自差履歴書 • 免許の写し ・ 

I ※牢本病院か古座JII病院へす屋出してください ！ 
i ［採用方法loo 接
！ ［試験8時 ・場所l
I • 平成20年 12月 14E ( E ) 午前10時から i 
1 ・甲本病院会頷室 ！ 
i ［採用予定l平成21年1月以降 i 
i ※平成21年3月卒業見込みの方は、 平成21年4 i 
i 月採用
! ［お問い合わせ先l
i 0出 本病院 noワ35-62-0635 i 
! 〇古座川病院 NOワ35ーワ2-0280 ! 
i,-------------------J 

広報くしも と 12⑧



インフ↓いEン捗喉薦鼠檀包曇け勢しょう
初冬になると流行してくるインフルエンザ。高齢者や乳幼児、妊婦さんが感染すると

重症化しやすい病気です．II 今年もインフルエンザ予防接種を受けて冬に備えましょう。

とんな手続きが必要ですか？

あなたは？

• 65歳以上 •60歳以上65歳末満で、 ・乳幼児～65歳
• 60歳以上65歳未満で、 心臓や腎臓、呼吸器に重い病 未満の方。

身体障吉者手限l級（心臓、 気のある方。又は、ヒト免疫

疇、呼吸器疾患によるもの 不全ウィルスによる免疫機能 n 
に限る）を持っている。 に加害のある方。 □ 
申し込み方法0 し I~ 匝し桜込り医み異療な卜椴さり関いまにお申対象者には保健センターから 保健センターにお申し込みくだ 。

依頼券・予診票等を個別通知。 さい。依頼券をお送りします。 た医療

［ なお、医師の診断書が必要です。 対象年

関によ

ご g。)

接種自己負担金］ 000円（接種時医療機関へお支払いください。）

（生活保護世帯の方は無料券を発行しますので、保護センターにこ

相談ください。）

注意：平成20年lO月1日～平成21年1月31日の間に65歳の誕生Elを迎
える方で接種を希望される場合は、 65歳の誕生Elを過ぎてから公
費で接種が受けられますので、かかりつけの医療機関にお申し込

みの際は、生年月日をお伝えください。

・岩橋内科 (62-3838) ◎稲生医院 (62-38l l) ・潮岬病院 (62-0888)

•覚前医院 (67-0077) g辻内医院 (69-22l l l 
◎すぎ内科心療肉科クリニック (62-0l 53) ◎中根医院 (72-2822)

◎鎌田医院 (62-2526) •覚前医院田前診療所 (66-0323)

◎けんゆうクリニック (62-5080) ◎古座川病院 (72-0280)

◎榎本クリニック (72-3530) ◎や毛とクリニック (72-3388)

•串本有田病院『65歳以上を優先に行います。』 (66- 7 02 7) 

・にしき園診療所『65歳以上を優先に行います。」(62-5l 65) 
※上記以外にも、西牟要郡内・東牟要郡内に接種できる医療機関がありますので、保健センターまでご相談ください。

※串本病院の予約受付は終了しました。予約されている方のみの接種となります。

詳細につきましては、保健センターまでお問い合わせください。（fl62 -6206) 

【成人関係I

1鯉呵謳
保健センター12月の行事予定は下記のとおりです。

※健診筈についてのお l[I し込み•お間い介わせは、
保健センター（ff073:i-62-6206) まで。

会

ります）

場

【乳幼児関係I
乳幼児健診

日 時 塩所 内 容

l2月4日（木） 保建センター 1歳6ヵ目児及ひ
13 00-14 00 2階 2歳6ヵ月児健診
12月ll日（木） 保健センター

3歳6ヵ月児健診l3 00~l400 2階
12月18日（木） 保健センター 4BヵC月G兜接健種診＆
13 00-13 30 2階
12月l8日（木） 保建センター

6ヵ月児健診
13.3□~ 14.00 2階

乳幼児予防接種

日時 内容

12月2日（火） ニ湮混合
13 l0-13 40 1期初回
12月ID日（水）

MしんR混（麻合し）んl風排月12 40-13 ID 
12月18日（木）

巳CG13. □0~ 13.30 
12月24日（水） MしんR混（麻合し）ん3風期13·10~13·40 

各種教室

日時及び内容

12月9日（火）10:00~
ひよこひるば

(6ヵ月児～1歳児対象）

12月19日（金）10:00~
ちびっこひろば
(2歳児～3歳児対象）

ー長寿医療制度一

◎平成20年度に後期高齢者医療保検料が年合天引き（牡別徴収）の方も、介護保除料の年

令天引き等の要件により許通徴収となる可能性があります。また普通徴収（納付書また

はU座振替による納付者）の方も平成21年度より年合天引き（特別徴収）に変わる可能

性があります。

来年）文、年令天引き（特別徴収）より口座引き落としによる納付を希望される方は、 l2

月中に住民課（後期高齢者係）までご相談をお朝いします。

※ただし、保険料納付方法の変更については必ず口座振替を行う必要があります。

■お問い合わせ■
串本町役場仕民諜 後期高齢者医療係

［後期扁齢者医療保険料の納付方法のお知らせ］

5せ
従業員（給与所得者）の個人住民税は事業者（給与支払者）が毎月徴収し、

市町村に納付しなければなりません。

従業員（給与所得者）の固人住民税は、事業者（給与支払者）が給与の支払をするときに毎月徴収し、

市町村に収めることになっています。これを何人住民税の特別徴収といいます。（地方税法321条の3)
従業員の所得税は給与から源泉徴収しているが、個人住民税は徴収していない、ということはあり

ませんかつ詳しくは、税務課住民税係にご相談ください。

に相談•お問い合わせ先】
串本町役場税務課合 0735-62-0555（内線 lOB) 

⑪広報くしもと 12 広報くしもと 12 間



一
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
等
の
子
ど
も

の
家
庭
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
子
ど
も

の
心
の
支
え
に
な
る
、
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
の
よ
う
な
方

（メ
ン
タ
ル

・
フ

レ
ン
ド
）
を
募
菜
し
ま
す
。

▼
募
集
対
象

18敲
以
上
25歳
未
満
の
男
女

▼
募
集
人
数

若
干
名

▼
募
集
期
間

h
石
寸

杓
廿
;
し
込
み
先

お
近
く
の
児
竜
相
談
所
に
、
お
電
話
＜

nご
募

集

圏

ぉ
知
ら
せ

児
堂
扶
蓑
手
当
と
は
、
父
母
の
離

婚

・
父
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て

雪
を
支
給
す
る
制
度
で
、
塁

家

庭

の
生
活
の
安
全
と
自
立
を
助
け
、
児
窟

の
福
祉
の
培
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象

父
母
の
離
婚
・
父
の
死
亡
の
他
に
、

父
が

一
定
以
上
の
障
害
に
あ
る
場
合

・

父
が
児
童
を
1
年
以
上
逍
菓
し
て
い
る

場
合
な
ど
も
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
母
や
尭
育
者
が
公
的
年
金

蓋
族
補
償
を
受
け
て
い
た
り
、
所
得

額
が

一
定
以
上
の
場
合
、
手
当
て
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
金
額

（月
額
）

貝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鳥
居
信
次
郎

（出
雲
）

神

崎

陣

（田
原
）

村
上

正

人

（潮
岬
）

煎

之

英

子

（串
本
）

川
名
昭
弘
（
津
荷
）

谷

本

節

代

（古
田
）

岩

谷

悠

史

（潮
岬
）

中

林

孝

治

（上
野
山
）

麗

征

男

（串
本
）

だ
さ
い
。

和
歌
山
県
紀
面
児
童
相
訣
所
新
宮
分
室

6
0
7
3
5ー

2
1
|
9
6
3
4

4
1
,
7
2
0
円

9
,
8
5
0
円

1
4
1
、

7
1
0
円

（第
二
子
は
5
,
0
0
0
円
、
第
三
子

以
降
は

一
人
に
つ
き
3
`
0
0
0
円
加

符）※
児
窟
扶
尭
手
当
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

(6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5
5)
 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0--------------------------―̀ 
＇ 璽平成20荏度-作業主任者技能講習i日程表(4娃1こ雪3'屁）一

ヽ

閑醤の名称 日 時 場 所 受為料等 受付開始予定

職長安全衛生賓任者教肯 12月2日（火）～ 和歌山県勤労福祉会館
¥ 12,000 ll月4日（火）～

（リスクアセスメント含む） l2月3日（水） （プラザホープ）

コンクリート造の工作物の 12月16日（火）～
和歌山県建設会館 ¥ l0, 100 ll月17日（月）～

解体等作業主任者 l2月17日（水）

地山の掘削及び l片①円（火）～
和歌山県建設会館 ¥ 16,500 12月22円（月）～

土止め支保丁作業主任者 1月22円（木）

建築物等の鉄母組立等 2月3日（火）～
和歌山県建設会館 ¥ 9,800 1月5日（月）～

作 業 主 任 者 2月4日（水）

足場の組立て等作業主任者
3月3日（火）～

和歌山県建設会館 ¥ 9,600 2月2日（月）～
3月4日（水）

（注） 1,講義時間はいずれも AMg:oo-PM 5:00（講義杓容により、変更があります。）
2'講習会の受付は、講習会開催の約 ］ヶ月前からです。

3，受講料は当方にご持参いただくか、または現金古留でお願いします。

4，受講料等には、テキスト代が含まれています。

5,定員になり次第、締め切ります。

建設業労慟災害防止協会 和歌山県支部 n 07 3-4 36-1 327 

―̀---------------------------， 

12
月
4
日
1
1
0
日
は
第
60
回
人
権
週

間
で
す
。
本
年
の
啓
発
重
点
目
標
及
び

強
調
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
啓
発
活
動
重
点
目
標

育
て
よ
う

一
人

一
人
の
人
権
意
識

—
思
い
や
り
の
心

•

か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に
1

▼
強
調
事
項

衷
奔
知
』
蟹

放
送
大
学
で
は
平
成
2
1
年
度
第
1
学

期

(4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で

す
。放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
、
ユ
迪
信
制
の
大
学
で

す
。心

理
学

•

福
祉

・

経
済

・

歴
史

・

文

学

・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
恨
代
、
戦
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

0
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

12
月
15
日
ー
2
月
28
日

▼
資
料
請
求
•
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

6
0
7
3
(
4
3
1
)
0
3
6
0
 

http:/ /
w
w
w
.u
-
air.ac
.j
p
 

全
部
支
給

一
部
支
給

連絡先

お
知
ら
せ
＆
行
事

0
脊

の

人
権
を
守
ろ
う

0
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

0
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

、
9
0
節
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

0
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

〇
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う

0
外
国
人
の
人
権
を
雌
重
し
よ
う

O
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

〇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

〇
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
は
止
め
よ
う

0
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

0
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

〇
性
同

一
性
熙
害
を
理
山
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

0
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
顆

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

0
人
身
取
引
を
無
く
そ
う

※
次
の
と
お
り
、
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
や
い
ろ
い
ろ

な
困
り
ご
と
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
諒
は
無
料
で

秘
密
は
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
日

時

12
月
5
日

（金）

午
後
1
時
30分
し
午
後
3
時
30分

て
場

所

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び古
座
分
庁
舎

※
相
談
貝
は
人
権
擁
護
委
貝
ま
た
は
行

政
相
談
委
貝
が
お
受
け
し
ま
す
。
当
局

の
人
権
擁
護
委
貝
ま
た
は
行
政
相
談
委

保

串 本 町役場本庁舎

(TEL 6 2-0 5 5 5) 

串本町 役場古座 分庁 舎

(TELワ2-0081)

本 病院

(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座 川 病院

(TELワ2-0280)

校教育課

(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0006) 

本町図書館

(TEL62-4653) 

健センタ ー

(TEL 6 2-6 2 06) 

町内放送案内
澤 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

http1/www.1own.kushmoto.wakayama似

串本町メ ールアドレス（代表）

k饂ぼa邸i@10Wllkushimoto四 kayamajp

⑬ 広報く しもと 12

串

古

学

生

串

広報くしもと12⑫



⑫国国国口国国
日曜 行車内容（時間） 場 所 主笞課等

※各種検診健頭相談予
防接稽ひよこ広場ちび
つご広場などの日程につ
いては，10ページの「保健
センターだよ応をこ覧
ください。

〈第60国人権週間〉 串本町文化センター 住民課

5金 人権擁護委貝行政相談委 串本町役場古座分庁舎
呉による特設人権行政相談
(13 00-15 30) 

6土 本州霰同端串本 サンナンタンラント 生涯学習課
I グラウンドコルフ交歓大会
7日

ll木 行政相談 古座摺祉センター 住民課
(13 3□~ 15 30) 

l2金 人権講澳会 串本町文化センター 住民課
(19 00-20 30) 

14 El 町内一斉清掃 各 地 区串本町美化
（午前中） 推進協議会

18木 人権行政相談 古座児蚕館 住民課
(13 3□~ 15 30) 

27土 消防団年末匿戒 町内全城 消防回
I (21 00-2 00) 
30火

田

今
月
の
納
税

ァ

税

目

〇
固
定
資
産
税
（
第
3
期
）

マ
納
期
限

12
月
25
日
（
木
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
令

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
閃
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
へ
c

令年の火災・救急件数
-11月1日現在一

火災1牛数
建物 10件

林野 0件

その他 2件

合計 12件

魚釣りをされる方へ
ヽ～～～

宰本町・水産試験場・漁業協同組合では、水産資源

の維持と育成を目的に稚魚の放流を行っています。成

長過程の小さい魚を釣った場合は、再放流にご協力く

ださいますようお頷いします。

一人一人の心掛けで豊かな海を作りましょう。

救急件数

交通 6ワ件

急病 594件
その他 291件

合計 952件

〈参考）今年度放流した稚魚は、カサコヒラメ頁銀クエです。

火災のない住みよい豊かな町づくり

溜
駕
襦
篇
理
講
臨
芸
開
艇

浄
化
梢
の
維
持
管
理
の
必
要
性
や

11

糾
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
管
理
講
習
会
を
開
他
い
た
し
ま

す
。
ご
関
係
の
皆
様
尾
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
受
講
料
は
無
糾
で
す
。
講
習
会

終
了
後
、
受
講
済
訓
を
交
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
当
日
は
身
分
址
明
害
（
免
計

証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ

主

催

和
歌
山
県
浄
化
槽
協
会

▼
対
象
者

浄
化
柏
（
単
独
処
迎
も
含
む
）
を
設
虻

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
浄
化
槽
に
関
係

の
あ
る
力
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ア

日

時

平
成
2
0
年
12
月
5
日午
後
6
時
叩
分
1

※
約
40
分
程
度

マ

場

所

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
二
階
会
議
空

▼
お
問
い
合
わ
せ

出
木
町
役
場
環
培
衛
生
課

6
0
7
3
5
|
7
2
|
0
0
8
1
 

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

宝
く
じ
文
化
公
演

『
木
乃
下
真
市
W
i
t
h
林
英
哲
コ
ン
サ
ー
ト
』

▼

日

時

平
成

21年
3
月
ー
日
（
日
）

0
開

場

午

後

ー

時

30分

0
開

演

午

後

2
時

▼

会

場

串
木
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼

出

演

木
乃
下
真
市
（
津
軽
三
味
線
）
林
英
哲
（
太
鼓
）

▼
ゲ
ス
ト

士
井
啓
輔
（
尺
八
）

▼
入
場
料

全
席
自
由
一
般

2
,
5
0
0円
、
高
校
生
以
下

l
,
5
0
0円

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
、
当

El券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
ご
同
伴
・
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
開
始

平
成

21年
1
月

lO
ヨ
（
土
）
午
後
ー
時
か
ら

▼
販
売
場
所

串
木
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼

主

催

串
木
町
・
串
本
町
教
育
委
員
会

和
歌
山
県
・
闘
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

▼

後

援

串
木
町
文
化
自
主
事
業
実
行
委
員
会

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
—

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
0
0
6
 11

月
14
日
1
1
6
日
、
橋
杭
岩
の
ラ
イ
ト

ア
ノ
プ
が
間
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
間
似

期
間
中
、
海
は
満
潮
で
ち
ょ
う
ど
渦
月
の
時

期
に
あ
た
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
た
め
、
い

つ
も
と
は
違
っ
た
[
I
j
貞
が
取
れ
な
い
か
と
期

待
し
、

13nの
ラ
イ
ト
ア
ノ
プ
の
試
験
点
灯

か
ら
15
日
ま
で
橋
杭
岩
へ
通
い
ま
し
た
。
し

か
し
犬
候
が
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
最
終
日
の

1
6
n
は
日
中
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
撮
影
に

は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
か
ら

固
い
た
話
で
は
、
こ
の

nラ
イ
ト
ア
ソ
プ
終

nし
［
圃
際
に
月
が
で
て
、
と
て

―
-
＝
口
も
よ
か
っ
た
と
の
こ
と
。
写

集
後
真
撮
影
に
は
や
は
り
ね
ば
り

編

が

必

要

て

し

た

。

(T)

に

90

は
く
ち

じ

築

持

会

ま

さ

ラ

社

い

V
か

力

く

て

宝

豊

チ

広

れe□
 

開

館

20周
年
記
念
事
業

【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。

、--------------------------、
：像聖洞醗舎疇にご脇⑳＜堡訊＼
I 国土父通省では、 12月1日現在で「平成20午仕／］活経

合説企」を行いますここの調査は、什牛活晶本払に比

づく住生泊の安＇£・向上に係る総合的な旅策を推逆す

る卜て必要となる王礎令科を得るために行うものです

11月24Hから12月7Hまでの間、統計瀾企員祉を符ぅ

I た調査員が訪問いたしますので、調査をお伽いする仔

I 様にはお手数をおかけいたしますが、ご協｝）よろしく

1 お願いいたします

I 国土交通省・和歌山県・串本町
、_＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _—' 

⑲広報くしもと 12

［広告］町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広報くしもと 12 ⑭



平
成
2
0年
1
2月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

人 権講演会
～私の「夜間中学」教師体験記～

命の光を大きく輝かせるために

講師
一（元
．．
 
まつヤキ みちのすけ

松崎運之助氏
夜間中学校教諭）

山田洋二監督、西田敏行主人公の松竹映画「学校」

の原作者。映画制作にも協力。

〇略歴

働きながら定時制高校・大学を卒業し教諭となる。

退職後執筆活動を開始。

著書「学校」「母の色えんぴつ（詩画集）」

「母からの贈りもの」「幸せになるための学校」

など多数。

0出演

NHK「スタジオ102」、朝日「徹子の部屋」
ラジオ「話題の指定席」など

【開催日時】

【会 場】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
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t
o
w
n
•
k
u
s
h
1
m
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t
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w
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a
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m
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j
p
/

メ
ー
ル
ア
ト
レ
ス

k
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a
i
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e
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u
s
h
i
m
o
t
o
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a
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平成20年 12月 12日（金）

午後7時～午後8時30分

串本町文化センター 大ホール

※入場無料

匡
頂

催
一
＿
援

Iお問い合わせ I

串本町人権委員会

串本町・串本町議会・串本町教育委員会・串本町教育研究会

串本町PTA連絡協議会・串本町職員労働組合

串本町役場住民課 TEL 0735-62-0555（代）

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


